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◎特別支援教育部門

１ 本年度の設置状況及び会員数
小学校 学 学 児 会 中学校 学 学 生 会

校 級 童 員 校 級 徒 員

数 数 数 数 数 数 数 数

知的 25 28 101 35 知的 10 12 46 16

情緒 22 25 87 28 情緒 10 10 29 12

難聴 3 2 2 2 難聴 1 1 1 1

病弱 3 2 2 2 病弱 3 3 3 3 全体総計

肢体 8 8 13 8 肢体 1 1 1 1 支 会 学 通

弱視 2 2 2 2 弱視 0 0 0 0 部 員 級 級

言通 0 0 0 0 言通 0 0 0 0 総 数 数 数

難通 0 0 0 0 難通 0 0 0 0 計

情通 0 0 0 0 情通 0 0 0 0 設置学校 44 116 94 6

ＬＤ /ADHD通 5 5 80 5 ＬＤ/ADHD通 1 1 19 1 小学校 29 82 67 5

72 287 82 28 99 34 中学校 15 34 27 1

２ 研究会の組織
会 長 坂本 吉章(佐伊津小校長) 副会長 木場正敏(志岐小教頭)
研 究委員 緒方 瞳(佐伊津小) 明瀬 理恵(五和小) 小田桐子(天草中) 泉 智章（本渡中：事務局）

３ 本年度の活動状況

月 日(曜) ☆特別支援学級関連行事 ◆担任研修会 ※各自選択参加

５ 7(火) 研究委員会(年間計画、役割分担)
６ １4(金) ◆第１回担任研修会（組織作り､年間計画､教育課程講話､ﾌﾞﾛｯｸ別協議 他）
※選択参加 ◆第２回担任研修(※夏季研･支援学校公開授業などより各自選択参加)
８ ２(金) ※天草市特別支援教育講演会

８(金) ※県特研夏季研修会
5(水) ◆第３回担任研修会(各行事計画､講話、事例検討会、ブロック別協議)
19(月) ブロック代表者会議(ﾌﾞﾛｯｸ別交流会について)：教育会館
各ブロック ☆ブロック別交流会 会場：天草地区各ブロック

11 11/１～11/4 ☆郡市文化展（特別支援学級児童生徒作品展）場所：天草教育会館
１ 9(木) 研究委員会（年間反省、第4回担任研に向けて）：教育会館

※天草支援学校公開授業
２ 20(木) ◆第４回担任研修会(年間反省、講話)

４ 本年度の成果と課題
○ブロック別交流会（天草各６ブロック）

平成28年度より、天草地区「ブロック別交流会」を実施。児童・生徒の交流、学習成果発表の機会として
今回で４回目の開催となった。各ブロック代表を中心に、企画・運営・役割分担をし、内容については各地
区ごとに協議し、実態に応じた特色ある取り組みが行われている。準備や運営などを役割分担して行うこと
で「学校間・担任間の連携が深まった」「毎年子どもたちも楽しみにしている。活躍できる機会があることに
感謝している」等の意見が出されている。また、移動や準備などの負担が軽くなり、公共交通機関利用など
の学習の場となるなど、有意義な学習の機会として定着してきた。

○担任研修会 (年４回 特別支援学級･通級指導教室)
第１回研修では佐伊津小学校桜井祐子教頭による「特別支援教育を通して考えたこと」の講話、第３回

研修では南部発達支援センター「わるつ」から講師を招き「アセスメントの重要性と情報の伝え方」につい
て研修を行い、後半はインシデントプロセス法による事例検討会の演習を行った。「経験に基づいたお話
で、とても心に響いた。授業作りに臨む姿勢や教材の紹介、いろいろな手立てを学ぶことができた」「講話
だけでなく、事例検討会として悩みを出しアドバイスをし合う場があったのがよかった」などの感想が寄せら
れた。(※第２回研修は各自選択研修）
第４回研修では「LD/ADHDへの取り組み」についての実践発表（講師：牛深中学校花田浩代先生）と

ブロック別交流会の報告、年間反省などを行った。今後も専門性向上のための研修の充実と、担任間・各
地域の連携をより深める場としていきたい。

▲天草郡市文化展 特別支援学級作品展

▲ブロック別交流会(本渡地区)


